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～
民
間
薬
よ
も
や
ま
話
～

桂
皮
（
桂
枝
）

け
い
ひ

第　

回　
７０

 
 

桂
皮
は
、
ク
ス
ノ
キ
科
の
ケ
イ
や
ニ
ッ
ケ
イ
類
の

樹
皮
で
、
甘
辛
い
味
と
独
特
の
香
り
が
特
徴
。

　

古
く
か
ら
生
薬
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
香
料
や
ス

パ
イ
ス
と
し
て
世
界
各
地
で
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

美
味
し
く
て
、
薬
と
し
て
も
優
秀
な
桂
皮
に
拍
手
！

　

桂
皮
（
桂
枝
）
は
、
胃
腸
を
温
め
、
消
化
機
能
を

高
め
た
り
、
血
行
を
良
く
す
る
等
の
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
、
様
々
な
漢
方
薬
に
使
わ
れ
て
お
り
、
頭
痛

の
症
状
に
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

桂
枝
湯
を
始
め
桂
枝
茯
苓
丸
、
柴
胡
桂
枝
湯
、
苓
桂

朮
甘
湯
や
、
桂
枝
湯
に
更
に
桂
枝
を
加
え
た
「
桂
枝
加

桂
湯
」
と
い
う
漢
方
薬
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

 

「
シ
ナ
モ
ン
」
で
お
馴
染
み
の
セ
イ
ロ
ン
ニ
ッ
ケ
イ

は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
紅
茶
の
香

り
づ
け
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
昔
か
ら
「
に
っ
き
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
て
、
銘
菓

「
八
つ
橋
」
な
ど
お
菓
子
に
よ
く

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
私
達

に
も
馴
染
み
深
い
で
す
よ
ね
。

 

「
頭
痛
も
ち
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の

　

％
に
慢
性
的
な
頭
痛
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

部
分
の
不
調
等
、
自
分
の
状
態
を
把
握
し
、
そ
れ
を
伝
え
て

頂
け
れ
ば
、
体
格
や
食
生
活
、
性
格
等
を
加
味
し
、
よ
り
的

確
な
漢
方
薬
を
お
出
し
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

頭
痛
は
、
基
本
的
に
水
は
け
、
血
液
、
気
の
流
れ
の
悪
さ

が
原
因
の
も
の
が
多
い
で
す
。

自
分
の
頭
痛
の
原
因
を
把
握
し
、
漢
方
薬
を
飲
む
以
外
に
も
、

自
ら
の
症
状
を
改
善
す
る
食
べ
物
、
お
茶
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

睡
眠
、
入
浴
方
法
等
に
気
を
つ
け
、
痛
み
を
無
理
矢
理
抑
え

込
む
の
で
は
な
く
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
頭
痛
に
な
り
に
く

い
身
体
を
目
指
す
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

今
回
は
「
頭
痛
」
に
関
し
て
漢
方
の
視
点
か
ら
考
え
ま
す
。

　

西
洋
医
学
で
は
頭
痛
薬
は
、
「
偏
頭
痛
に
は
こ
の
薬
」
と

み
な
同
じ
薬
が
出
さ
れ
ま
す
が
、
頭
痛
に
は
色
々
な
原
因
、

症
状
が
あ
り
、
漢
方
で
は
原
因
、
症
状
、
人
に
よ
っ
て
、

出
す
漢
方
薬
の
種
類
が
変
わ
り
ま
す
。

頭
痛
が
お
こ
る
頻
度
、
起
こ
っ
た
時
の
痛
み
方
、
時
間
、

天
気
、
生
理
周
期
、
メ
ン
タ
ル
面
、
体
勢
、
身
体
の
他
の

40

頭痛

慢性的な頭痛 病気からくる頭痛

目の疲れ
目の病

高血圧

ホルモンバランス
の乱れ

冷え

便秘

ノボセ

ストレス、
精神的な原因

脳の病

蓄膿症
（副鼻腔炎）

一時的な頭痛

決まった時間帯
の頭痛

風邪の症状として

二日酔

首肩凝り

胃腸の不調

三叉神経痛の様に

冷風　で

朝に痛む
夕方 になると痛む

歯痛から来る

頭痛 生理前,中,後
に伴う

車酔いによる

鞭打ち症に伴う

漢方
あなたの頭痛の原因は…？

こんな 頭痛 の
原因 にも 効く

頭
痛
さ
よ
う
な
ら　

嫌
な

漢
方
の
体
質
改
善
で

と

!

　

そ
の
場
限
り
の
「痛
み
止
め
」卒
業　

!

肩井首の根元と肩先の真ん中

首や肩の凝りからくる頭痛に。
（五十肩、目、耳、歯、めまいにも）

風池

角孫

頭頂部の中央

特に頭全体が痛い、きりきりする、
強い痛みの時

どのタイプの頭痛にも効く

頭に強い痛みを感じる時

指をえらの部分を前に沿わせると、
骨がわずかにくぼんでいる部分あり。
そこを真下に下り、首の横の動脈に
触れるあたり。軽く押すか、つまむ。

天柱の少し上の太い筋の外側

肩・首こり、偏頭痛、目、耳、
鼻の症状に頭部のあらゆる症
状に。リラックス出来ます。

後頭部の痛み、頭が重く
ぼんやりする時

偏頭痛　頭が重くぼんやりする時　肩こり

風池

後ろ首の真ん中上部に骨のくぼみ
その両外側を走る２本の太い筋肉
の外側、親指一本分の所

天柱
扶突 首の凝りからの頭痛に

耳の上の生え際

頭やうなじのこわばりを取り、
頭全体を軽くする

血管の拡張が原因の偏頭痛

天柱

★
百会

★

百会
★

　の３つは、頭痛の特攻ツボ。やや強めに押す。★

★

米噛み

眼点 耳たぶ

どこが
どう痛む？
頭痛十色の
ツボ


